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小
型
ポ
ン
プ

 

操
法
訓
練
大
会
を
終
え
て

　

今
回
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
大
き
な
大
会
で

し
た
。

　

年
明
け
か
ら
の
自
主
練
習
に
始
ま
り
、

４
月
か
ら
は
北
西
方
面
隊
と
し
て
の
訓

練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間

の
日
々
だ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
を
通
じ
て
一
番
実
感
し
た

事
は
、
選
手
以
外
の
団
員
や
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
、
そ
の
他
関
係
者
の
人
達
に
支
え

ら
れ
て
頑
張
れ
た
と
言
う
事
で
す
。

　

大
会
の
結
果
は
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
る
事
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
実

の
あ
る
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
今
後
は
、

色
々
な
地
域
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害

現
場
、
ま
た
、
今
後
の
消
防
操
法
大
会

に
挑
む
後
輩
団
員
に
良
き
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
選
手
一
同
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
、
長
い
間
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂

い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

◆
（
久
宝
寺
分
団　

後
根　

健
一
）



氏
名
（
所
属
）

①
職
業

②
趣
味

③
消
防
団
員
と
し
て
の
抱
負
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向
井　

達
実
（
山
本
）

①　

会
社
員

②　

家
庭
菜
園
、
河
内
音
頭

③　

地
域
の
防
火
防
災
を
担
う
消

防
団
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

も
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

佐
藤　
　

忍
（
西
郡
）

①　

運
送
業

②　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③　

何
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

松
田　

泰
幸
（
山
本
）

①　

自
動
車
整
備
業

②　

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
応
援

③　

一
日
で
も
早
く
先
輩
方
に
追

い
つ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

圡
谷　

研
太
（
久
宝
寺
）

①　

建
築
業

②　

ド
ラ
イ
ブ

③　

地
域
貢
献
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。

　

藤
田　
　

翔
（
山
本
）

①　

自
営
業

②　

な
し

③　

消
防
団
員
と
し
て
、
一
日
で

も
早
く
消
防
活
動
を
出
来
る
様
に
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

奥
村　

貴
司
（
久
宝
寺
）

①　

会
社
員

②　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③　

足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

中
谷　

匡
志
（
山
本
）

①　

公
務
員

②　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③　

地
域
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う

な
消
防
団
員
に
早
く
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

　

西
田　

祥
久
（
大
正
）

①　

会
社
員　

②　

映
画
鑑
賞

③　

地
域
の
為
に
役
立
て
る
よ
う

地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

藤
木　

達
哉
（
志
紀
）

①　

橋
梁
建
設
業

②　

Ｆ
１
等
の
観
戦

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
率
先
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

日
々
体
を
鍛
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

戸
嶋　

隆
治
（
龍
華
）

①　

自
衛
消
防
隊

②　

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
日
々
自
学
研
鑽
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
野　

研
一
（
志
紀
）

①　

会
社
員

②　

読
書

③　

消
防
団
員
と
し
て
、
諸
先
輩

方
の
力
に
さ
れ
る
様
、
早
く
一
人

前
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
春
の
褒
章
に
際
し
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
た

く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
58
年
４
月
１
日
に
八
尾
市
消
防

団
員
に
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
受
章
の
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に

消
防
団
幹
部
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
消
防
団
の
諸

先
輩
方
の
お
陰
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
９
日
（
月
）、
大
阪

市
中
央
区
の
大
阪
府
公
館
に
お
き
ま
し

て
、
松
井
知
事
に
よ
り
褒
章
伝
達
を
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
17
日
（
火
）
に
は
、
東

京
都
千
代
田
区
の
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
３

階
﹁
錦
華
の
間
﹂
で
褒
章
伝
達
式
、
午

後
か
ら
の
拝
謁
は
皇
居
内
﹁
豊
明
殿
﹂

で
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
栄
を

賜
り
感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活
動
に
一
生
懸
命

に
努
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、
皆
様
と

共
に
地
域
の
防
災
力
強
化
に
一
層
身
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

	

◆
（
副
団
長　

小
西　

繁
夫
）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）
消
防
団

員
の
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
、
11
名
の
新

団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
団
員
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
任
命
式

藍
綬
褒
章
受
章
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平
成
28
年
５
月
８
日
（
日
）、
志
紀

分
団
田
井
中
屯
所
の
消
防
機
械
器
具
置

場
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晴
天
の
も
と
田

中
八
尾
市
長
、
村
松
八
尾
市
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
向
井
団
長
、
藤
原
消
防
長

並
び
に
各
町
会
の
代
表
、
田
井
中
分
隊

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
も
多
数
ご
出
席
い
た
だ

き
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
屯
所
は
、
田
井
中
神
劔

神
社
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
小
さ
な

建
物
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
屯
所

は
、鉄
骨
造
２
階
建
で
、ト
イ
レ
、シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
、
空
調
も
完

備
さ
れ
て
お
り
、
１
階
は
消
防
車
庫
と

隣
接
し
て
作
戦
室
が
設
け
て
あ
り
、﹃
な

ご
み
広
場
﹄
と
し
て
田
井
中
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

２
階
は
、
和
室
、
洋
室
が
あ
り
会
議

室
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
照

明
に
お
い
て
も
オ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
器
具
が

使
用
さ
れ
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
新
屯
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

式
典
の
後
に
見
学
会
が
行
わ
れ
、
ご

出
席
下
さ
っ
た
皆
様
も
充
実
し
た
設
備

に
驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
達
田
井
中
分
隊
は
、
地
域
住
民
と

共
に
﹃
安
全
・
安
心
﹄
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
こ
れ
ま
で
以
上
に
消

防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
各
団

員
士
気
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

	

◆
（
志
紀
分
団　

目
次　

勇
）

　

平
成
28
年
５
月
28
日
（
土
）、
八
尾

市
立
北
山
本
小
学
校
で
行
わ
れ
た
小
学

校
・
自
主
防
災
組
織
の
合
同
避
難
訓
練

に
福
万
寺
分
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
と
し
て
、
日
中
を
想
定
し

一
時
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
公

園
に
避
難
し
た
高
齢
者
を
６
年
生
が
指

定
避
難
所
に
な
る
小
学
校
へ
の
避
難
補

助
を
行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
煙
中
体
験

や
水
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
行

い
、
そ
の
中
で
も
参
加
児
童
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
が
可
搬
ポ
ン
プ
を
用
い

た
放
水
体
験
で
、
４
年
生
以
上
の
児
童

が
消
防
団
員
の
補
助
の
元
、
実
際
に
筒

先
を
持
ち
放
水
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
を
通
じ
、
多
く
の

児
童
が
自
主
避
難
の
重
要
性
を
意
識
し

て
く
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

	

◆
（
山
本
分
団　

橋
本　

一
則
）

　

平
成
28
年
５
月
22
日
（
日
）、
６
月

19
日
（
日
）
の
両
日
に
、
大
阪
府
立
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
基
礎
教
育
訓
練

に
新
団
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
基
本
動
作
と
な
る
規
律
訓

練
や
放
水
訓
練
を
行
い
、
放
水
訓
練
で

は
ホ
ー
ス
、
筒
先
搬
送
等
も
学
び
、
補

助
者
と
と
も
に
基
本
注
水
姿
勢
で
の
水

圧
の
凄
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
毛
布
や
椅
子
等
を
使
用

し
た
要
救
助
者
の
搬
送
方
法
や
担
架
作

製
、
ま
た
ロ
ー
プ
結
索
等
を
学
び
全
て

が
初
め
て
の
体
験
で
戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
教
官
方
の
熱
心
な
指
導

の
お
陰
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
習
得
し
た
知
識
と
技
術

を
精
一
杯
活
か
し
、
地
域
の
為
に
役
立

て
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

	

◆
（
大
正
分
団　

西
田　

祥
久
）

新
屯
所
紹
介

（
志
紀
分
団
田
井
中
分
隊
）

北
山
本
地
区
自
主
防
災
訓
練

消
防
団
基
礎
（
初
任
）
教
育
訓
練
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平
成
28
年
５
月
21
日
（
土
）、
淀
川

左
岸
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
、
淀
川
水
防

訓
練
大
阪
府
地
域
防
災
演
習
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

八
尾
市
消
防
団
は
北
東
方
面
隊
21
名

に
よ
る
釜
段
工
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

釜
段
工
法
と
は
、
増
水
中
に
堤
防
の

居
住
地
側
の
小
段
、
堤
防
近
く
の
平
場

な
ど
に
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
、

漏
水
の
噴
水
口
を
中
心
に
土
の
う
を
積

み
水
を
蓄
え
、
そ
の
水
圧
に
よ
り
水
の

噴
出
を
止
め
る
工
法
で
、
特
に
土
の
う

積
み
、
土
入
れ
な
ど
か
な
り
の
体
力
が

必
要
と
さ
れ
る
訓
練
で
し
た
。

　

今
後
、
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
大
雨

の
増
加
、
台
風
に
よ
る
災
害
、
さ
ら
に

　

平
成
28
年
６
月
３
日
（
金
）、
札
幌

市
の
さ
っ
ぽ
ろ
芸
術
文
化
の
館
、
札
幌

市
教
育
文
化
会
館
で
﹁
第
22
回
全
国
女

性
消
防
団
員
活
性
化
北
海
道
大
会
﹂
に

参
加
致
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
３
︐
３
０
０
名
の
女
性

消
防
団
員
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
、

消
防
団
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
啓

発
グ
ッ
ズ
、活
動
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
岐
阜
県
多
治

見
市
の
展
示
で
、
ひ
と
り
暮
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
、
炊
き
出
し
訓
練
、
Ｆ
Ｍ

放
送
に
出
演
と
幅
広
く
活
動
し
て
い
る

内
容
で
し
た
。

　

消
防
啓
発
グ
ッ
ズ
に
は
、
マ
ス
ク
や

カ
イ
ロ
を
作
っ
て
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
多
治
見
市
は
、
八
尾
市
と
発

足
が
同
年
な
の
で
、
意
識
す
る
点
も
あ

り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
防
災
演
習
に
初
め
て
参
加
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
鬼
怒
川
堤
防
の
決
壊
や
、
一

昨
年
の
広
島
市
土
砂
災
害
等
、
大
規
模

な
水
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況

を
考
え
ま
す
と
、
近
年
、
水
防
活
動
の

重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
水
防
工
法
の

演
習
に
直
接
携
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
貴

将
来
、
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
南
海
ト

ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
伴
う
津
波
に
よ
り

多
く
の
被
害
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、

こ
の
よ
う
な
訓
練
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
、
こ
の
訓
練
が
活
か
さ
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

	

◆
（
高
安
分
団　

錦
織　

栄
夫
）

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
タ
ー
の
岡
崎
朋
美

さ
ん
の
話
で
は
、
橋
本
聖
子
さ
ん
と
の

出
会
い
や
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
っ

て
か
ら
の
復
帰
の
話
、
ス
ケ
ー
ト
人
生

を
通
じ
て
﹃
諦
め
な
い
﹄
と
い
う
強
さ

の
話
に
は
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
達
に
力
強
い
エ
ー
ル
を

頂
き
ま
し
た
。

		

大
会
後
の
交
流
会
で
は
、
ア
イ
ヌ
民

謡
や
栗
田
け
ん
じ
さ
ん
に
よ
る
消
防
団

を
讃
え
る
唄
を
聴
い
た
り
し
ま
し
た
。

東
京
研
修
で
知
り
合
っ
た
方
と
の
再
会

や
、
他
府
県
の
女
性
消
防
団
員
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
23
回
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
大
会
は
、
広
島
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
を
感

謝
し
、
今
後
の
八
尾
市
女
性
消
防
団
員

の
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

◆
（
団
本
部　

中
谷　

美
和
子
）

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習

全
国
女
性
消
防
団
員

 

活
性
化
北
海
道
大
会

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
得
た
経
験
を
今
後
の
水
防
活
動

に
活
か
し
、
よ
り
一
層
地
域
住
民
の
安

心
、
安
全
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

	

◆
（
山
本
分
団　

川
田　

靖
）
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平
成
28
年
９
月
11
日
（
日
）、
恒
例

の
第
39
回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
陸
上
競
技
場
で
は
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
、
河
内
音
頭
グ
ラ
ン
プ
リ
、

軟
式
野
球
場
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
八
尾
市
内
の
中
学
生
、
高
校
生
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
会
や
各
種
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

警
備
は
、
会
場
全
体
を
７
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
の
内
の
１
ブ
ロ
ッ

ク
を
曙
川
分
団
、
大
正
分
団
、
高
安
分

団
、
山
本
分
団
、
志
紀
分
団
の
５
分
団

が
、
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
配
置
さ
れ
来

場
者
に
対
す
る
迷
惑
駐
輪
や
二
人
乗
り

等
の
周
辺
警
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
６
月
21
日
（
火
）、
消
防

団
幹
部
視
察
研
修
で
福
井
県
大
飯
郡
お

お
い
町
の
関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
発
電
所
の
発
電
業
務
は
休

止
し
て
お
り
発
電
所
内
の
見
学
は
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　
﹁
エ
ル
・
パ
ー
ク
お
お
い	

お
お
い
り

館
﹂
に
て
大
飯
発
電
所
で
の
原
子
力
発

電
の
仕
組
み
等
を
シ
ー
ス
ル
ー
見
学
施

設
の
映
像
に
よ
り
学
び
、
１
／
３
ワ
ー

ル
ド
原
子
力
シ
ア
タ
ー
で
は
、
実
際
の

原
子
炉
格
納
容
器
内
を
１
／
３
の
ス

　

当
日
は
猛
暑
日
で
も
あ
り
、
そ
の
中

２
人
の
方
が
熱
中
症
と
思
わ
れ
る
症
状

で
倒
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
早
期
発
見
に

よ
り
消
防
署
・
団
員
が
協
力
し
、
安
全

な
場
所
に
保
護
、
進
駐
警
備
を
実
施
し

て
い
た
救
急
隊
に
引
き
継
ぎ
無
事
に
搬

送
す
る
こ
と
が
で
き
大
事
に
至
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
日
の
来
場
者
は
、
自
転
車
の
マ

ナ
ー
も
良
く
、
会
場
で
は
大
き
な
事
故

や
混
乱
も
無
く
、
終
日
大
勢
の
人
で
活

気
に
溢
れ
た
１
日
で
し
た
。

	

◆
（
曙
川
分
団　

堤　

明
義
）

ケ
ー
ル
で
再
現
さ
れ
光
と
音
と
映
像
で
、

原
子
力
発
電
の
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
の

原
発
事
故
に
よ
る
原
子
力
発
電
の
是
非

が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、

再
開
に
向
け
て
最
大
級
の
安
全
対
策
も

入
念
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
終
え
、
南
海
・
東
南

海
ト
ラ
フ
に
よ
る
巨
大
地
震
が
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
現
状
で
の
再
開
は

い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
視
察

研
修
に
感
慨
を
覚
え
ま
し
た
。

　

現
在
か
ら
未
来
へ
、
永
遠
の
テ
ー
マ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

	

◆
（
南
高
安
分
団			

畑
中　

喜
幸
）

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
警
備

消
防
団
幹
部
視
察
研
修
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平
成
28
年
７
月
24
日
（
日
）、
晴
天

の
中
、
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓

練
が
大
阪
府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
て
、

八
尾
市
80
名
、
柏
原
市
50
名
、
東
大
阪

市
90
名
の
団
員
、
各
市
合
わ
せ
て
12
台

の
ポ
ン
プ
車
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
各
団
員
の
徒
歩
部
隊
に
よ
る

行
進
、
続
い
て
八
尾
市
消
防
団
北
西
方

面
隊
４
分
団
を
含
む
各
市
の
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
府
消
防
大
会
に
出
場
す

る
八
尾
市
消
防
団
の
選
手
に
よ
る
小
型

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
と
東
大
阪
市
消
防
団

の
選
手
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
は
、

北
西
方
面
隊
の
精
鋭
、
龍
華
分
団
か
ら

２
名
と
久
宝
寺
分
団
か
ら
２
名
で
実
施

し
て
お
り
、
八
尾
分
団
と
西
郡
分
団
は

サ
ポ
ー
ト
隊
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
か
な
り
の
暑
さ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
各
団
員
の
規
律
も
乱
れ
る
こ

と
も
な
く
、
数
个
月
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
さ
れ
て
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
本
番
で
も
、
存
分
に
発
揮
さ
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
各
分
団
の
方
々
、
来
賓

の
皆
様
、
本
当
に
暑
い
中
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

	

◆
（
八
尾
分
団　

影
中　

義
和
）

　

平
成
28
年
６
月
５
日
（
日
）、
雨
模

様
の
中
、﹁
第
11
回
地
域
フ
ェ
ス
タin

亀
井
小
学
校
区
﹂
が
亀
井
小
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
﹃
活
き
活
き
竜
亀

み
ん
な
で
つ
な
ご
う　

地
域
の
輪
﹄
で
、

サ
ブ
テ
ー
マ
は
﹃
み
ん
な
で
考
え
よ
う

今
で
き
る
エ
コ
﹄
と
﹃
日
ご
ろ
よ
り
意

識
、
準
備
し
ょ
う　

地
域
の
防
災
力
﹄

で
す
。

　

こ
の
地
域
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
田
中
誠

太
市
長
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
消

防
、
水
道
局
と
い
っ
た
各
部
局
の
参
加

に
加
え
て
自
衛
隊
、
日
本
赤
十
字
社
な

ど
の
各
種
団
体
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
行
事
で
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
コ
ン
サ
ー
ト
も
披
露
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
親
子
連
れ
や
ご
年
配
の
方
々

が
楽
し
く
交
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

龍
華
分
団
の
ブ
ー
ス
に
は
子
供
用
の

防
火
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
、

多
く
の
子
供
が
関
心
を
持
っ
て
着
用
し

て
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
に
将
来
消
防
団
へ
入
団
し
て

く
れ
る
子
供
も
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
有
意
義

な
時
間
で
し
た
。

　

地
域
の
方
を
守
る
消
防
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
団
員
全
員
で
や
っ
て
い
き
た
い

と
強
く
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

	

◆
（
龍
華
分
団　

西
田　

寿
）

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

地
域
フ
ェ
ス
タ

in
亀
井
小
学
校
区
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平
成
28
年
６
月
４
日
（
土
）、
木
村

長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
が
幸
第
一
公
園

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
四
〇
〇
年
祭
礼
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
同
日
18
時
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
６
月
５
日
（
日
）
に
祭
礼
を
行
い
、

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
去
年
よ
り
景

品
の
数
が
減
り
、
祭
礼
に
、
足
を
運
ぶ

人
た
ち
が
少
な
く
感
じ
ま
し
た
が
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
多
数
地
元
の
人
た

ち
が
参
加
し
、
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
、

盛
大
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祭
礼
に
は
、
去
年
か
ら
お
手
伝
い
を

い
た
だ
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
団
体
で
、

敵
方
陣
営
の
真
田
幸
村
軍
甲
冑
隊
の
応

援
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
上
本
町
近
辺
を
拠
点
に
活

動
し
て
お
り
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
﹁
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
﹂
も
取
材
に
来
ら
れ
、

八
尾
市
内
で
広
報
を
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
地
域
で
は
高
齢
化
が
進
み
、

子
供
た
ち
が
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
、

木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
は
毎
年
地

　

平
成
28
年
９
月
11
日
（
日
）、
久
宝

寺
寺
内
町
の
﹁
燈
路
ま
つ
り
﹂
が
開
催

さ
れ
、
５００
年
の
歴
史
あ
る
町
並
み
に
、

今
年
も
幻
想
的
な
光
の
回
廊
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

町
屋
の
白
壁
、
土
塀
、
石
畳
な
ど
、

久
宝
寺
の
歴
史
を
多
く
の
人
々
に
感
じ

て
い
た
だ
こ
う
と
始
ま
っ
た
﹁
燈
路
ま

つ
り
﹂
も
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

寺
内
町
を
や
さ
し
く
灯
す
燈
籠
に
は
、

地
域
の
園
児
、
児
童
、
生
徒
達
の
心
の

こ
も
っ
た
書
画
が
描
か
れ
て
お
り
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
も
感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
若
手
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
ラ
イ
ブ
や
河
内
音
頭
、
雅
楽
な
ど

の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
ま
た
、

懐
か
し
い
夜
店
な
ど
も
出
店
さ
れ
、
顕

証
寺
の
門
前
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
で

大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

我
ら
久
宝
寺
分
団
は
、
警
備
係
と
し

て
協
力
し
、
町
内
３
箇
所
を
警
備
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
人
通
り
が
少
な
く
閑
静
な
ま

ち
な
み
も
、
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
と

の
同
時
開
催
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
々

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
が
、
暑
さ
と
蚊
と

戦
い
な
が
ら
、
安
全
に
は
十
分
気
を
配

り
、
し
っ
か
り
と
役
目
を
果
た
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

久
宝
寺
分
団
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
歴

史
あ
る
寺
内
町
を
火
災
か
ら
し
っ
か
り

と
守
る
と
と
も
に
、﹁
燈
路
ま
つ
り
﹂

が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

◆
（
久
宝
寺
分
団　

笠　

光
浩
）

木
村
重
成
祭
を
開
催

久
宝
寺
　
燈
路
ま
つ
り

域
恒
例
の
祭
り
と
し
て
位
置
づ
い
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
寂
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
の
少
し
の
憩
い
の

場
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
っ
た

こ
と
は
と
て
も
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

	

◆
（
西
郡
分
団　

澤
田　

広
二
）
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を
一
つ
に
し
て
頑
張
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん

だ
10
ヵ
月
は
と
て
も
い
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

◆
（
久
宝
寺
分
団　

後
根　

健
一
）

　

こ
の	

訓
練
を

通
じ
て
、

沢
山
の

仲
間
と

気
持
ち

指揮者　後根　健一

れ
、
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
経
験
を
い
か
し
て
、
頑

張
り
ま
す
。

	

◆
（
久
宝
寺
分
団　

圡
谷　

研
太
）

　

こ
の

度
、
小

型
ポ
ン

プ
操
法

の
選
手

に
選
ば

１番員　圡谷　研太
　

訓
練

が
４
月

か
ら
始

ま
り
９

月
４
日

消
防
大

２番員　兼山　泰治

会
ま
で
、
消
防
団
及
び
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
長
い
期
間
訓
練
・
自
主
練
習
の

選
手
達
の
サ
ポ
ー
ト
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

感
謝
の
一
言
で
は
、
表
せ
な
い
ぐ
ら

い
皆
様
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
大
会
当
日
優
勝
を
逃
し
悔
し
い

思
い
も
し
ま
し
た
が
、
北
西
方
面
隊
一

丸
と
な
っ
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
事
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

	

◆
（
龍
華
分
団　

兼
山　

泰
治
）

練
を
し
、
三
連
覇
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば

り
ま
し
た
が
、
結
果
は
惨
敗
に
終
わ
り
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

	

◆
（
龍
華
分
団　

妹
尾　

吉
哲
）

　

４
月

か
ら
約

半
年
間
、

消
防
大

会
に
む

け
て
訓

３番員　妹尾　吉哲
　

喜
怒

哀
楽
が

ぎ
っ
し

り
と
詰

ま
っ
た

10
ヵ
月

補助員　赤岩　孝浩

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

◆
（
久
宝
寺
分
団　

赤
岩　

孝
浩
）

防
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
指
揮

を
す
る
こ
と
に
よ
り
全
体
を
見
る
目
も

養
う
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

	

◆
（
龍
華
分
団　

中
東　

正
行
）

　

小
型

ポ
ン
プ

操
法
に

携
わ
る

こ
と
に

よ
り
消

指揮者（補）　中東　正行
　

約
半

年
間
の

訓
練
で

し
た
が
、

訓
練
に

参
加
で

１番員（補）　奥村　貴司

き
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
指
導
員
、
団

関
係
者
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

	

◆
（
久
宝
寺
分
団　

奥
村　

貴
司
）

第 ６ ０ 回 大 阪 府 消 防 大 会 を 終 え て


